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１） 用紙サイズは A ４とする．日本語論文の









































２）Auyeung, T. W., Lee, J. S. W., Kwok, 
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４）Bernthal, J. E., Bankson, N. W., & 
Flipson, F. （2012）．Articulation & 
Phonological Disorders Speech sound 
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６） Lawlor, M. C., & Mattingly, C. F. （2008）．
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illness and disability experiences. In 
Crepeau, E. B., Cohn, E. S., & Barbara 
A. B. S. （Eds.），Willard and Spackman’s 
Occupational Therapy 11th. ed. （pp. 33-




しに関する 検討会報告書 , 検索日 2000
年 10 月 23 日，http://www.mhlw.go.jp/
shingi/2008/07/s0722-5. html
８）World Federation of Occupational 
Therapists .（2012）．Definit ion of 
Occupational Therapy. Retrieved October 
23, 2016, from http://www.wfot.org/
aboutus/aboutoccupationaltherapy/
definitionofoccup ationaltherapy.aspx
９．投稿の方法（原稿提出の方法）
１）原稿の提出期日は，編集委員会で決定し
て通知する．
２）投稿原稿は，提出期限までに編集委員会
へ提出する．
３）投稿時には，７．の様式に則った MS-
Word ファイル（表紙，和文要旨と英文
要旨，本文と文献）と，図表の PDF ファ
イルを，電子メールで紀要委員会（kiyou@
seirei.ac.jp）まで提出する．
10．著者校正は原則として初校のみとする．
11．著作物の複製権および公衆送信権
掲載された論文の著作権（著作人格権，著作
財産権）は著者に帰属する．著者は聖隷クリス
トファー大学リハビリテーション科学ジャーナ
ルへ，同機関が公益事業に役立てるために行う
掲載論文の複写・複製・翻訳・翻案・要約およ
び第三者への転載許諾の権利を譲渡する．
12．その他
不明な点は，編集委員会にお問合せください．
2016 年７月改訂
2016 年７月実行
　　
